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◆募募集集訓訓練練科科・・定定員員  

 
○○ 長長 崎崎 高高 等等 技技 術術 専専 門門 校校   西 彼 杵 郡 長 与 町 高 田 郷 547-21 

科 名  訓 練 期 間   
募 集 定 員  

推 薦 選 考  一 般 選 考  

自 動 車 整 備 科 2 年  20 名  5 名 程 度  １ ５ 名 程 度  

電 気 シ ス テ ム 科 2 年  20 名  

各 科 定 員 の  

概 ね ５ 割  

各 科 定 員 の  

概 ね ５ 割  

建 築 設 計 施 工 科 2 年  20 名  

機 械 加 工 ・ 制 御 科 2 年  20 名  

溶 接 技 術 科 1 年  30 名  

観光・オフィスビジネス科 1 年  20 名  

※※ 各各 高高 等等 学学 校校 かか らら 自自 動動 車車 整整 備備 科科 へへ のの 推推 薦薦 枠枠 はは １１名名 でで すす 。。自自 動動 車車 整整 備備 科科 以以 外外 のの 科科 へへ

のの 推推 薦薦 枠枠 にに 制制 限限 はは ああ りり まま せせ んん 。。   

  

○○ 佐佐 世世 保保 高高 等等 技技 術術 専専 門門 校校    北 松 浦 郡 佐 々 町 小 浦 免 1572-26 

科 名  訓 練 期 間   
募 集 定 員  

推 薦 選 考  一 般 選 考  

自 動 車 整 備 科 2 年  20 名  5 名 程 度  １ ５ 名 程 度  

電 気 シ ス テ ム 科 2 年  20 名  

各 科 定 員 の  

概 ね ５ 割  

各 科 定 員 の  

概 ね ５ 割  

オ フ ィ ス ビ ジ ネ ス 科 1 年  20 名  

建 築 設 計 施 工 科 1 年  20 名  

機 械 技 術 科 1 年  20 名  

溶 接 技 術 科 1 年  20 名  

自 動 車 塗 装 科 1 年  20 名  

※※ 各各 高高 等等 学学 校校 かか らら 自自 動動 車車 整整 備備 科科 へへ のの 推推 薦薦 枠枠 はは １１名名 でで すす 。。自自 動動 車車 整整 備備 科科 以以 外外 のの 科科 へへ

のの 推推 薦薦 枠枠 にに 制制 限限 はは ああ りり まま せせ んん 。。   

  

◆◆主主なな対対象象者者  

  長 崎 県 内 企 業 へ の 就 職 を 希 望 す る 新 規 学 卒 者 等  

 

◆◆そそのの他他  

・・ 健 康 状 態 等 、 訓 練 を 受 け る と き に 配 慮 が 必 要 な 方 や 疑 問 が あ る 方 は ご 相 談 く だ さ い 。 

【【 受受 託託 生生 訓訓 練練 】】  

・事 業 主 が 推 薦 す る 者（ 在 職 者 、内 定 者 ）を 対 象 に 、高 等 技 術 専 門 校 が 行 う 訓 練 を 一

般 の 訓 練 生 と 同 様 に 受 講 で き る「 受 託 生 訓 練 」の 制 度 が あ り ま す 。詳 細 は お 問 い 合

わ せ く だ さ い 。     
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■■  推推薦薦選選考考試試験験                                                  

  

１  選選考考試試験験日日程程  

 願 書 受 付 期 間  試 験 日  合 格 発 表  

推 薦 選 考  

試   験  

令和７年  ９月 ８日（月） 
       ～ 

９月２２日（月） 

令和７年 

１０月 １日（水） 

令和７年 

  １０月 ８日（水） 

 

 

２  募募集集訓訓練練科科・・定定員員  

整整 備備 科科 以以 外外 のの 科科 へへ のの 推推 薦薦 枠枠 にに 制制 限限 はは ああ りり まま せせ んん 。。   

 

３  応応募募資資格格  

次 の 要 件 の す べ て に 該 当 す る 者  

①  令 和 ８ 年 ３ 月 高 等 学 校 卒 業 見 込 み の 者   

②  学 習 成 績 が 全 体 の 評 定 平 均 値 3.0 以 上 で あ り 、 か つ 出 席 状 況 が 良 好 で あ る

こ と  

③  当 該 訓 練 科 に 対 す る 志 望 動 機 に お い て 、訓 練 意 欲 が あ り 、訓 練 で 習 得 す る 技  

能 に よ り 長 崎 県 内 に 就 職 す る こ と を 強 く 望 ん で い る 者 で 、 長 崎 県 立 高 等 技

術 専 門 校 を 進 路 希 望 先 の 第 １ 位 と し て い て 、 高 等 学 校 長 が 推 薦 す る 者  

※ 推 薦 選 考 試 験 に 合 格 し た 者 に つ い て 、入 校 時 点 で 高 等 学 校 卒 業 者 で な い 場 合 は 、

合 格 を 取 り 消 し ま す 。  

※ 「 受 託 生 訓 練 」 （ 1 ペ ー ジ 参 照 ） は 対 象 外 で す 。  

 

４  応応募募のの手手続続きき  

(１ ) 応 募 書 類  

①  推 薦 入 校 願 書    ・ ・ ・ 県 の 所 定 様 式 （ 様 式 第 １ 号 ）  

②  調 査 書 （ 進 学 用 ）  ・ ・ ・ 在 籍 す る 学 校 の 所 定 様 式  

③  推 薦 書       ・ ・ ・ 県 の 所 定 様 式 （ 様 式 第 ２ 号 ）  

※ 学 校 長 が 証 明 し た も の  

④  志 願 理 由 書     ・ ・ ・ 県 の 所 定 様 式 （ 様 式 第 ３ 号 ）  

⑤  受 験 票 郵 送 用 封 筒  

※ 調 査 書 に つ い て は 、 開 封 さ れ た も の は 無 効 で す 。  

※ 県 の 所 定 様 式 は 、 各 高 等 技 術 専 門 校 の ホ ー ム ペ ー ジ に 掲 載 さ れ て い る 様 式 を 印

刷 し て 使 用 す る こ と も 可 能 で す 。 推 薦 入 校 願 書 （ 様 式 第 １ 号 ） を 印 刷 す る 場 合

は 、両 面 印 刷 ま た は 片 面 印 刷 ２ 枚 で 行 っ て く だ さ い 。（ ホ ー ム ペ ー ジ か ら の「 イ

ン タ ー ネ ッ ト 出 願 」 は で き ま せ ん 。 郵 送 ま た は 持 参 で 提 出 し て く だ さ い 。 ）  

 

   １ ペ ー ジ の と お り  

  ※ 推推 薦薦 選選 考考 試試 験験 でで のの 各各 高高 等等 学学 校校 かか らら 自自 動動 車車 整整 備備 科科 へへ のの 推推 薦薦 枠枠 はは １１ 名名 でで すす 。。 自自 動動 車車
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(２ ) 提 出 先  

   志 願 す る 高 等 技 術 専 門 校 へ 提 出 し て く だ さ い 。  ※ １ ８ ペ ー ジ 参 照  

 

(３ )  応 募 上 の 注 意  

ア  提 出 す る 受受 験験 票票 郵郵 送送 用用 封封 筒筒 に は 、 所 定 封 筒 の 宛 先 に 受 験 票 の 郵 送 を 希 望 す る

住 所 及 び 氏 名 を 記 入 し 、 郵 便 切 手 ４ ６ ０ 円 を 必 ず 貼 り 付 け て く だ さ い 。  

  ※ 郵 便 料 金 が 改 定 さ れ る 場 合 が あ り ま す の で 、 料 金 を ご 確 認 く だ さ い 。  

イ  入 校 願 書 等 を 郵 送 す る 場 合 は 、 志 願 す る 高 等 技 術 専 門 校 所 定 の 「 入 校 願 書 等

郵 送 用 封 筒 」 を 用 い 、 郵 便 局 へ 持 参 し 簡簡 易易 書書 留留 郵郵 便便 と し て く だ さ い 。 （ 願 書

受 付 期 間 内 の 消 印 有 効 で す 。 ）  

ウ  直 接 、 志 願 す る 高 等 技 術 専 門 校 へ 持 参 す る 場 合 は 、 願 書 受 付 期 間 中 の 土 日 祝

日 を 除 く 午 前 ９ 時 か ら 午 後 ５ 時 ま で の 間 に 提 出 し て く だ さ い 。  

エ  応 募 書 類 提 出 後 、試 験 日 の ２ 日 前 の 日 に な っ て も 受 験 票 が 到 着 し な い 場 合 は 、

提 出 先 の 高 等 技 術 専 門 校 に お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。  

 

５  選選考考試試験験会会場場及及びび試試験験内内容容等等  

(１ ) 選 考 試 験 会 場  

   志 願 す る 高 等 技 術 専 門 校 で 行 い ま す 。  

 

(２ ) 試 験 内 容  

   ① 作 文 ・ 適 性 検 査  

   ② 面 接  

 

(３ ) 選 考 方 法  

高 等 技 術 専 門 校 長 は 、 (２ )に よ る 選 考 を 行 い 、 能 力 ・ 適 性 等 及 び 応 募 書 類 の 内 容

を 総 合 的 に 判 断 し 、 推 薦 選 考 試 験 合 格 者 を 決 定 し ま す 。  

 

(４ ) 試 験 日 の 時 間 割  

 時   間   割  

受   付  １ ０ ： ０ ０  ～  １ ０ ： ４ ０  

説   明  １ ０ ： ４ ０  ～  １ １ ： ０ ０  

作   文  １１ １１ ：： ００ ００   ～～   １１ １１ ：： ２２ ００  

適 性 検 査  １１ １１ ：： ２２ ００   ～～   １１ ２２ ：： ００ ００   

昼   食  １ ２ ： ０ ０  ～  １ ２ ： ４ ０  

説明・面接 １ ２ ： ４ ０  ～   
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(５ ) 受 験 上 の 注 意 事 項  

ア  受 験 票 は 必 ず 持 参 し て く だ さ い 。  

イ  説 明 開 始 時 間 の ５ 分 前 に は 試 験 会 場 に お 入 り く だ さ い 。  

ウ  原 則 と し て 、 適 性 検 査 に 遅 刻 し た 者 は 受 験 で き ま せ ん 。  

エ  試 験 会 場 で は 、 指 定 さ れ た 席 に 着 席 し 、 机 上 に 受 験 票 を 提 示 し て く だ さ い 。  

オ  鉛 筆 又 は シ ャ ー プ ペ ン シ ル （ 色 鉛 筆 は 不 可 ） を 持 参 し て く だ さ い 。  

カ  面 接 時 に 待 ち 時 間 が あ り ま す の で 、 本 等 を 持 参 し て も 構 い ま せ ん 。 た だ し 、

通 信 機 能 の 有 無 に 係 わ ら ず 携 帯 電 話 等 、 す べ て の 電 子 機 器 の 使 用 は で き ま せ

ん 。  

キ  昼 食 を 持 参 し て く だ さ い 。  

 

６  合合格格発発表表  

合 格 発 表 当 日 の 午 前 １ ０ 時 に 、志 願 し た 高 等 技 術 専 門 校 に お い て 、合 格 者 の 受 験

番 号 の み を 掲 示 し 、 合 格 者 に は 合 格 通 知 書 を 郵 送 し ま す 。  

ま た 、 推 薦 が あ っ た 高 等 学 校 長 あ て に 合 否 の 通 知 書 を 送 付 し ま す 。  

各 高 等 技 術 専 門 校 の ホ ー ム ペ ー ジ に お い て も 合 格 発 表 を 行 い ま す が 、発 表 時 間 は

多 少 遅 く な る 場 合 が あ り ま す 。  

※ 電 話 で の お 問 い 合 わ せ は ご 遠 慮 く だ さ い 。  

   

７  試試験験等等成成績績のの情情報報提提供供 

受 験 者 は 、 試 験 等 成 績 に つ い て 情 報 提 供 を 受 け る こ と が で き ま す 。  

情 報 提 供 を 受 け る 際 は 、 受受 験験 票票 及 び 受受 験験 者者 本本 人人 でで ああ るる ここ とと をを 明明 らら かか にに すす るる 書書 類類

（ 学 生 証 又 は 運 転 免 許 証 等 の 身 分 証 明 書 ）を 持 参 の 上 、受 験 者 本 人 が 志 願 し た 高 等

技 術 専 門 校 へ 直 接 依 頼 し て く だ さ い 。 電 話 、 は が き 等 に よ る 依 頼 は 受 付 け ま せ ん 。 

※ 土 日 祝 日 を 除 く 午 前 ９ 時 か ら 午 後 ５ 時 ま で と な り ま す 。  

 

 

８  合合格格後後のの手手続続きき  

合 格 後 の 手 続 き の 内 容 に つ い て は 、 合 格 通 知 書 の 送 付 時 に 詳 細 を お 知 ら せ し ま

す 。な お 、入 校 確 約 書 を 同 封 し ま す の で 、合 格 発 表 日 か ら １ 週 間 以 内 に 各 高 等 技 術

専 門 校 へ ご 提 出 く だ さ い 。  

ま た 、 入 校 経 費 の 納 入 期 限 は 、 合 格 通 知 書 に 同 封 さ れ た 書 類 で ご 確 認 く だ さ い 。 

 

 

 

 

情 報 提 供 の 内 容  情 報 提 供 期 間  情 報 提 供 場 所  

順 位 （ 科 別 ）  合 格 発 表 の 日 か ら １ ヶ 月 間  志 願 し た 高 等 技 術 専 門 校  
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■■   一一般般選選考考試試験験                                           

  

１   選選考考試試験験日日程程  

 願 書 受 付 期 間  試 験 日  合 格 発 表  

一 般 選 考  

試   験  

令和７年１０月 ７日（火） 
～ 

１０月２１日（火） 

令和７年 

１０月２９日（水） 

令和７年 

 １１月１２日（水） 

 

 

２  募募集集訓訓練練科科・・定定員員  

１ ペ ー ジ の と お り  

 

３  応応募募資資格格  

次 の 要 件 の す べ て に 該 当 す る 者  

①  平 成 ２ ０ 年 ４ 月 １ 日 以 前 に 生 ま れ た 者  

②  自 動 車 整 備 科 及 び 長 崎 高 等 技 術 専 門 校 の 建 築 設 計 施 工 科 に つ い て は 、 高 等  

学 校 卒 業 者 （ 令 和 ８ 年 ３ 月 卒 業 見 込 み 者 を 含 む ） 又 は 高 等 学 校 卒 業 程 度 認  

定 試 験 合 格 者（ 令 和 ８ 年 3 月 ま で に 合 格 見 込 み の 者 又 は 大 学 受 験 資 格 を 有  

す る 者 を 含 む ）  

※ 自 動 車 整 備 科 及 び 長 崎 高 等 技 術 専 門 校 の 建 築 設 計 施 工 科 に 合 格 し た 者 に つ い

て 、 入 校 時 点 で 高 等 学 校 卒 業 者 又 は 高 等 学 校 卒 業 程 度 認 定 試 験 合 格 者 等 で な い

場 合 は 、 合 格 を 取 り 消 し ま す 。  

※ 「 受 託 生 訓 練 」 （ 1 ペ ー ジ 参 照 ） は 対 象 外 で す 。  

 

４  応応募募のの手手続続きき  

(１ ) 応 募 書 類  

アア   令令 和和 ８８ 年年 ３３ 月月 高高 等等 学学 校校 卒卒 業業 見見 込込 みみ 者者   

①  入 校 願 書       ・ ・ ・ 県 の 所 定 様 式 （ 様 式 第 ４ 号 ）  

②  調 査 書 （ 進 学 用 ）   ・ ・ ・ 在 籍 す る 学 校 の 所 定 様 式  

③  志 願 理 由 書      ・ ・ ・ 県 の 所 定 様 式 （ 様 式 第 ３ 号 ）  

④  受 験 票 郵 送 用 封 筒   

イイ   そそ のの 他他 のの 者者   

①   入 校 願 書       ・ ・ ・ 県 の 所 定 様 式 （ 様 式 第 ４ 号 ）  

②   卒 業 証 明 書      ・ ・ ・ 最 終 学 歴 の も の （ 卒 業 見 込 証 明 書 も 可 ）  

③   志 願 理 由 書      ・ ・ ・ 県 の 所 定 様 式 （ 様 式 第 ３ 号 ）  

④  受 験 票 郵 送 用 封 筒  

※ 調 査 書 に つ い て は 、 開 封 さ れ た も の は 無 効 で す 。  
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※「 イ  そ の 他 の 者 」で 、高 等 学 校 を 卒 業 し て い な い 者 が 、「 自 動 車 整 備 科 及 び 長

崎 高 等 技 術 専 門 校 の 建 築 設 計 施 工 科 」 を 志 望 す る 場 合 は 、 高 等 学 校 卒 業 程 度 認

定 試 験 規 則 第 １ ０ 条 に 示 す 合 格 証 明 書 、 ま た は 大 学 受 験 資 格 を 有 す る こ と が 分

か る も の を 提 出 し て く だ さ い 。  

※ 同 じ 高 等 技 術 専 門 校 を 本 年 度 中 に 受 験 す る 場 合 は 、 調 査 書 の 提 出 は 不 要 で す 。  

※ 県 の 所 定 様 式 は 、 各 高 等 技 術 専 門 校 の ホ ー ム ペ ー ジ に 掲 載 さ れ て い る 様 式 を 印

刷 し て 使 用 す る こ と も 可 能 で す 。入 校 願 書（ 様 式 第 ４ 号 ）を 印 刷 す る 場 合 は 、両

面 印 刷 ま た は 片 面 印 刷 ２ 枚 で 行 っ て く だ さ い 。（ ホ ー ム ペ ー ジ か ら の「 イ ン タ ー

ネ ッ ト 出 願 」 は で き ま せ ん 。 郵 送 ま た は 持 参 で 提 出 し て く だ さ い 。 ）  

 

(２ ) 提 出 先  

   志 願 す る 高 等 技 術 専 門 校 へ 提 出 し て く だ さ い 。  ※ １ ８ ペ ー ジ 参 照  

 

(３ ) 応 募 上 の 注 意  

ア  応 募 書 類 に 不 備 が あ る 場 合 、受 験 で き な い こ と が あ り ま す の で ご 注 意 く だ さ い 。 

イ  提 出 す る 受受 験験 票票 郵郵 送送 用用 封封 筒筒 に は 、 所 定 封 筒 の 宛 先 に 受 験 票 の 郵 送 を 希 望 す る

住 所 及 び 氏 名 を 記 入 し 、 郵 便 切 手 ４４ ６６ ００ 円円 を 必 ず 貼 り 付 け て く だ さ い 。  

  ※ 郵 便 料 金 が 改 定 さ れ る 場 合 が あ り ま す の で 、 料 金 を ご 確 認 く だ さ い 。  

ウ  入 校 願 書 等 を 郵 送 す る 場 合 は 、 志 願 す る 高 等 技 術 専 門 校 所 定 の 「 入 校 願 書 等

郵 送 用 封 筒 」 を 用 い 、 郵 便 局 へ 持 参 し 簡簡 易易 書書 留留 郵郵 便便 と し て く だ さ い 。 （ 願 書

受 付 期 間 内 の 消 印 有 効 で す 。 ）  

エ  直 接 、 志 願 す る 高 等 技 術 専 門 校 へ 持 参 す る 場 合 は 、 願 書 受 付 期 間 中 の 土 日 祝

日 を 除 く 午 前 ９ 時 か ら 午 後 ５ 時 ま で の 間 に 提 出 し て く だ さ い 。  

オ  応 募 書 類 提 出 後 、試 験 日 の ２ 日 前 の 日 に な っ て も 受 験 票 が 到 着 し な い 場 合 は 、

提 出 先 の 高 等 技 術 専 門 校 に お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。  

 

５  選選考考試試験験会会場場及及びび試試験験内内容容等等  

(１ ) 選 考 試 験 会 場  

試 験 会 場 は 選 択 で き ま す 。  

・ 長 崎 高 等 技 術 専 門 校  

・ 佐 世 保 高 等 技 術 専 門 校  

 

※ 下 記 会 場 で も 受 験 で き ま す 。  

 

五 島 地 区 … 五 島 振 興 局 （ ４ 階 B 会 議 室 ）  

             五 島 市 福 江 町 ７ － １          ☎ (0959)72-2121 

 

壱 岐 地 区 … 壱 岐 振 興 局 （ 第 １ 別 館 ３ 階 第 １ 会 議 室 ）  

壱 岐 市 郷 ノ 浦 町 本 村 触 570 番 地  ☎ (0920)47-1111 

 

対 馬 地 区 … 対 馬 振 興 局 （ 別 館 ４ 階 第 ２ 会 議 室 ）  

対 馬 市 厳 原 町 宮 谷 224 番 地  ☎ (0920)52-1311 
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(２ ) 試 験 内 容  

① 学 力 … 国 語 （ ５ ０ 分 ）、 数 学 （ ５ ０ 分 ）  

② 面 接  

※ 学 力 に つ い て は 、「 学 力 試 験 の 概 要 」（ １ ７ ペ ー ジ ） を 参 考 に し て く だ さ い 。  

 

(３ ) 試 験 日 の 時 間 割  

 時   間   割  

受 付 ９ ： ０ ０   ～    ９ ： ４ ０  

説明･問題配布 ９ ： ４ ０   ～   １ ０ ： ０ ０  

学 力 (国 語 ) １ ０ ： ０ ０   ～   １ ０ ： ５ ０  

休 憩 １ ０ ： ５ ０   ～   １ １ ： １ ０  

問 題 配 布 １ １ ： １ ０   ～   １ １ ： ２ ０  

学 力 (数 学 ) １ １ ： ２ ０   ～   １ ２ ： １ ０  

昼 食 １ ２ ： １ ０   ～   １ ２ ： ５ ０  

説 明 ・ 面 接  １ ２ ： ５ ０   ～  

 

(４ ) 受 験 上 の 注 意 事 項  

ア  受 験 票 は 必 ず 持 参 し て く だ さ い 。  

イ  説 明 開 始 時 間 の ５ 分 前 に は 試 験 会 場 に お 入 り く だ さ い 。  

ウ  原 則 と し て 、 試 験 開 始 後 ２ ０ 分 以 上 遅 刻 し た 者 は 受 験 で き ま せ ん 。  

エ  試 験 会 場 で は 、 指 定 さ れ た 席 に 着 席 し 、 机 上 に 受 験 票 を 提 示 し て く だ さ い 。  

オ  鉛 筆 又 は シ ャ ー プ ペ ン シ ル （ 色 鉛 筆 は 不 可 ） を 持 参 し て く だ さ い 。  

カ  面 接 時 に 待 ち 時 間 が あ り ま す の で 、 本 等 を 持 参 し て も 構 い ま せ ん 。 た だ し 、  

  通 信 機 能 の 有 無 に 係 わ ら ず 携 帯 電 話 等 、 す べ て の 電 子 機 器 の 使 用 は で き ま せ

ん 。  

キ  昼 食 を 持 参 し て く だ さ い 。  

 

６   合合格格発発表表  

合 格 発 表 当 日 の 午 前 １ ０ 時 に 、志 願 し た 高 等 技 術 専 門 校 に お い て 、合 格 者 の 受 験

番 号 及 び 合 格 科 名 を 掲 示 し 、 合 格 者 に は 合 格 通 知 書 を 郵 送 し ま す 。  

各 高 等 技 術 専 門 校 の ホ ー ム ペ ー ジ に お い て も 合 格 発 表 を 行 い ま す が 、発 表 時 間 は

多 少 遅 く な る 場 合 が あ り ま す 。  

※ 電 話 で の お 問 い 合 わ せ は ご 遠 慮 く だ さ い 。   

 

７   補補欠欠制制度度   

補 欠 制 度 と は 、 補 欠 に な っ た 科 に お い て 、 入入 校校 辞辞 退退 者者 がが 出出 たた 場場 合合 にに 限限 りり 、 補 欠 の

順 位 に よ り 繰 り 上 げ て 合 格 に な る 制 度 で す 。  

※ 「「 補補 欠欠 制制 度度 」」 はは 、、 他他 のの 機機 関関 へへ のの 進進 学学 及及 びび 就就 職職 活活 動動 等等 をを 妨妨 げげ るる もも のの でで はは ああ りり まま せせ んん 。。   
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８  試試験験等等成成績績のの情情報報提提供供  

受 験 者 は 、 試 験 等 成 績 に つ い て 情 報 提 供 を 受 け る こ と が で き ま す 。  

情 報 提 供 を 受 け る 際 は 、 受受 験験 票票 及 び 受受 験験 者者 本本 人人 でで ああ るる ここ とと をを 明明 らら かか にに すす るる 書書 類類

（ 学 生 証 又 は 運 転 免 許 証 等 の 身 分 証 明 書 ）を 持 参 の 上 、受 験 者 本 人 が 志 願 し た 高 等

技 術 専 門 校 へ 直 接 依 頼 し て く だ さ い 。 電 話 、 は が き 等 に よ る 依 頼 は 受 付 け ま せ ん 。 

※ 土 日 祝 日 を 除 く 午 前 ９ 時 か ら 午 後 ５ 時 ま で と な り ま す 。  

 

９  合合格格後後のの手手続続きき  

合 格 後 の 手 続 き の 内 容 に つ い て は 、 合 格 通 知 書 の 送 付 時 に 詳 細 を お 知 ら せ し ま

す 。な お 、入 校 確 約 書 を 同 封 し ま す の で 、合 格 発 表 日 か ら １ 週 間 以 内 に 各 高 等 技 術

専 門 校 へ ご 提 出 く だ さ い 。  

ま た 、 入 校 経 費 の 納 入 期 限 は 、 合 格 通 知 書 に 同 封 さ れ た 書 類 で ご 確 認 く だ さ い 。 

 

  

 

 

 

  

情 報 提 供 の 内 容  情 報 提 供 期 間  情 報 提 供 場 所  

国 語 ・ 数 学 の 得 点  合 格 発 表 の 日 か ら １ ヶ 月 間  志 願 し た 高 等 技 術 専 門 校  

- -8



 

■■  追追加加選選考考試試験験（（第第１１回回・・第第２２回回））  

※※ 定定 員員 をを 満満 たた しし てて いい なな いい 科科 にに つつ いい てて 実実 施施 しし まま すす    
                                        

１   選選考考試試験験日日程程  

 願 書 受 付 期 間  試 験 日  合 格 発 表  

追 加 選 考  

試   験  

(第 １ 回 ) 

令和７年１１月１８日（火） 
～ 

１２月 ２日（火） 

令和７年 

１２月１０日（水） 

令和７年 

１２月１７日（水） 

追 加 選 考  

試   験  

(第 ２ 回 ) 

令和８年 １月 ６日（火） 
～ 
１月２０日（火） 

令和８年 

１月２８日（水） 

令和８年 

２月 ４日（水） 

※ 追 加 選 考 試 験（ 第 １ 回・第 ２ 回 ）に お い て 企 業 か ら の「 受 託 生 訓 練 」（ 1 ペ ー ジ

参 照 ）の 応 募 が 可 能 と な る 場 合 が あ り ま す 。詳 細 に つ い て は 、各 高 等 技 術 専 門 校

へ お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。  

 

２  募募集集訓訓練練科科・・募募集集人人数数  

   各 高 等 技 術 専 門 校 の ホ ー ム ペ ー ジ 等 で お 知 ら せ し ま す 。  

 

３  応応募募資資格格  

次 の 要 件 の す べ て に 該 当 す る 者  

①  平 成 ２ ０ 年 ４ 月 １ 日 以 前 に 生 ま れ た 者  

②  自 動 車 整 備 科 及 び 長 崎 高 等 技 術 専 門 校 の 建 築 設 計 施 工 科 に つ い て は 、 高 等  

学 校 卒 業 者 （ 令 和 ８ 年 ３ 月 卒 業 見 込 み 者 を 含 む ） 又 は 高 等 学 校 卒 業 程 度 認  

定 試 験 合 格 者（ 令 和 ８ 年 3 月 ま で に 合 格 見 込 み の 者 又 は 大 学 受 験 資 格 を 有  

す る 者 を 含 む ）  

※ 自 動 車 整 備 科 及 び 長 崎 高 等 技 術 専 門 校 の 建 築 設 計 施 工 科 に 合 格 し た 者 に つ い

て 、 入 校 時 点 で 高 等 学 校 卒 業 者 、 又 は 高 等 学 校 卒 業 程 度 認 定 試 験 合 格 者 等 で な

い 場 合 は 、 合 格 を 取 り 消 し ま す 。  

※ 実 施 済 み の（ 令 和 ８ 年 度 入 校 ）選 考 試 験 で 合 格 し 、入 校 確 約 書 を 提 出 し た 者 が 、

長 崎 ・ 佐 世 保 い ず れ の 高 等 技 術 専 門 校 で あ っ て も 追 加 選 考 試 験 を 受 験 し た 場 合

は 、 合 格 を 取 り 消 し ま す 。  

※ 実 施 済 み の（ 令 和 ８ 年 度 入 校 ）選 考 試 験 の 結 果 、補 欠 権 利 を 持 つ 者 が 追 加 選 考 試

験 に 合 格 し た 場 合 は 、補 欠 権 利 ま た は 合 格 の ど ち ら か を 選 択 し て い た だ き ま す 。 
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４  応応募募のの手手続続きき  

(１ ) 応 募 書 類  

アア   令令 和和 ８８ 年年 ３３ 月月 高高 等等 学学 校校 卒卒 業業 見見 込込 みみ 者者   

①  入 校 願 書       ・ ・ ・ 県 の 所 定 様 式 （ 様 式 第 ４ 号 ）  

②  調 査 書 （ 進 学 用 ）   ・ ・ ・ 在 籍 す る 学 校 の 所 定 様 式  

③  志 願 理 由 書      ・ ・ ・ 県 の 所 定 様 式 （ 様 式 第 ３ 号 ）  

④  受 験 票 郵 送 用 封 筒   

イイ   そそ のの 他他 のの 者者   

①  入 校 願 書       ・ ・ ・ 県 の 所 定 様 式 （ 様 式 第 ４ 号 ）  

②  卒 業 証 明 書      ・ ・ ・ 最 終 学 歴 の も の （ 卒 業 見 込 証 明 書 も 可 ）  

③  志 願 理 由 書      ・ ・ ・ 県 の 所 定 様 式 （ 様 式 第 ３ 号 ）  

④  受 験 票 郵 送 用 封 筒  

※ 調 査 書 に つ い て は 、 開 封 さ れ た も の は 無 効 で す 。  

※「 イ  そ の 他 の 者 」で 、高 等 学 校 を 卒 業 し て い な い 者 が 、「 自 動 車 整 備 科 及 び 長

崎 高 等 技 術 専 門 校 の 建 築 設 計 施 工 科 」 を 志 望 す る 場 合 は 、 高 等 学 校 卒 業 程 度 認

定 試 験 規 則 第 １ ０ 条 に 示 す 合 格 証 明 書 、 ま た は 大 学 受 験 資 格 を 有 す る こ と が 分

か る も の を 提 出 し て く だ さ い 。  

※ 推 薦 選 考 試 験 を 含 め て 、 同 じ 高 等 技 術 専 門 校 を 本 年 度 中 に 受 験 す る 場 合 は 、 調

査 書 ま た は 卒 業 証 明 書 の 提 出 は 不 要 で す 。  

※ 県 の 所 定 様 式 は 、 各 高 等 技 術 専 門 校 の ホ ー ム ペ ー ジ に 掲 載 さ れ て い る 様 式 を 印

刷 し て 使 用 す る こ と も 可 能 で す 。 入 校 願 書 （ 様 式 第 ４ 号 ） を 印 刷 す る 場 合 は 、

両 面 印 刷 ま た は 片 面 印 刷 ２ 枚 で 行 っ て く だ さ い 。 （ ホ ー ム ペ ー ジ か ら の 「 イ ン

タ ー ネ ッ ト 出 願 」 は で き ま せ ん 。 郵 送 ま た は 持 参 で 提 出 し て く だ さ い 。 ）  

 

(２ ) 提 出 先  

   志 願 す る 高 等 技 術 専 門 校 へ 提 出 し て く だ さ い 。  ※ １ ８ ペ ー ジ 参 照  

 

(３ ) 応 募 上 の 注 意  

ア  応 募 書 類 に 不 備 が あ る 場 合 、 受 験 で き な い こ と が あ り ま す の で ご 注 意 く だ さ い 。  

イ  提 出 す る 受受 験験 票票 郵郵 送送 用用 封封 筒筒 に は 、 所 定 封 筒 の 宛 先 に 受 験 票 の 郵 送 を 希 望 す る

住 所 及 び 氏 名 を 記 入 し 、 郵 便 切 手 ４ ６ ０ 円 を 必 ず 貼 り 付 け て く だ さ い 。  

  ※ 郵 便 料 金 が 改 定 さ れ る 場 合 が あ り ま す の で 、 料 金 を ご 確 認 く だ さ い 。  

ウ  入 校 願 書 等 を 郵 送 す る 場 合 は 、 志 願 す る 高 等 技 術 専 門 校 所 定 の 「 入 校 願 書 等

郵 送 用 封 筒 」 を 用 い 、 郵 便 局 へ 持 参 し 簡簡 易易 書書 留留 郵郵 便便 と し て く だ さ い 。 （ 願 書

受 付 期 間 内 の 消 印 有 効 で す 。 ）  

エ  直 接 、 志 願 す る 高 等 技 術 専 門 校 へ 持 参 す る 場 合 は 、 願 書 受 付 期 間 中 の 土 日 祝

日 を 除 く 午 前 ９ 時 か ら 午 後 ５ 時 ま で の 間 に 提 出 し て く だ さ い 。  

オ  応 募 書 類 提 出 後 、試 験 日 の ２ 日 前 の 日 に な っ て も 受 験 票 が 到 着 し な い 場 合 は 、

提 出 先 の 高 等 技 術 専 門 校 に お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。  
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５  選選考考試試験験会会場場及及びび試試験験内内容容等等  

(１ ) 選 考 試 験 会 場  

試 験 会 場 は 選 択 で き ま す 。  

・ 長 崎 高 等 技 術 専 門 校  

・ 佐 世 保 高 等 技 術 専 門 校  

 

※ 下 記 会 場 で も 受 験 で き ま す 。  

五 島 地 区 … 五 島 振 興 局 （ ４ 階 B 会 議 室 ）  

             五 島 市 福 江 町 ７ － １          ☎ (0959)72-2121 

 

壱 岐 地 区 … 壱 岐 振 興 局 （ 第 １ 別 館 ３ 階 第 １ 会 議 室 ）  

壱 岐 市 郷 ノ 浦 町 本 村 触 570 番 地  ☎ (0920)47-1111 

 

対 馬 地 区 … 対 馬 振 興 局 （ 別 館 ４ 階 第 ２ 会 議 室 ）  

対 馬 市 厳 原 町 宮 谷 224 番 地  ☎ (0920)52-1311 

 

(２ ) 試 験 内 容  

① 学 力 … 国 語 （ ５ ０ 分 ）、 数 学 （ ５ ０ 分 ）  

② 面 接  

※ 学 力 に つ い て は 、「 学 力 試 験 の 概 要 」（ １ ７ ペ ー ジ ） を 参 考 に し て く だ さ い 。 

 

(３ ) 試 験 日 の 時 間 割  

 時   間   割  

受 付 ９ ： ０ ０   ～    ９ ： ４ ０  

説明･問題配布 ９ ： ４ ０   ～   １ ０ ： ０ ０  

学 力 (国 語 ) １ ０ ： ０ ０   ～   １ ０ ： ５ ０  

休 憩 １ ０ ： ５ ０   ～   １ １ ： １ ０  

問 題 配 布 １ １ ： １ ０   ～   １ １ ： ２ ０  

学 力 (数 学 ) １ １ ： ２ ０   ～   １ ２ ： １ ０  

昼 食 １ ２ ： １ ０   ～   １ ２ ： ５ ０  

説 明 ・ 面 接  １ ２ ： ５ ０   ～  

 

(４ ) 受 験 上 の 注 意 事 項  

ア  受 験 票 は 必 ず 持 参 し て く だ さ い 。  

イ  説 明 開 始 時 間 の ５ 分 前 に は 試 験 会 場 に お 入 り く だ さ い 。  

ウ  原 則 と し て 、 試 験 開 始 後 ２ ０ 分 以 上 遅 刻 し た 者 は 受 験 で き ま せ ん 。  

エ  試 験 会 場 で は 、 指 定 さ れ た 席 に 着 席 し 、 机 上 に 受 験 票 を 提 示 し て く だ さ い 。  

オ  鉛 筆 又 は シ ャ ー プ ペ ン シ ル （ 色 鉛 筆 は 不 可 ） を 持 参 し て く だ さ い 。  

カ  面 接 時 に 待 ち 時 間 が あ り ま す の で 、 本 等 を 持 参 し て も 構 い ま せ ん 。 た だ し 、  

  通 信 機 能 の 有 無 に 係 わ ら ず 携 帯 電 話 等 、 す べ て の 電 子 機 器 の 使 用 は で き ま せ

ん 。  

キ  昼 食 を 持 参 し て く だ さ い 。  
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６   合合格格発発表表 

合 格 発 表 当 日 の 午 前 １ ０ 時 に 、志 願 し た 高 等 技 術 専 門 校 に お い て 、合 格 者 の 受 験

番 号 及 び 合 格 科 名 を 掲 示 し 、 合 格 者 に は 合 格 通 知 書 を 郵 送 し ま す 。  

各 高 等 技 術 専 門 校 の ホ ー ム ペ ー ジ に お い て も 合 格 発 表 を 行 い ま す が 、発 表 時 間 は

多 少 遅 く な る 場 合 が あ り ま す 。  

※ 電 話 で の お 問 い 合 わ せ は ご 遠 慮 く だ さ い 。   

 

７  試試験験等等成成績績のの情情報報提提供供  

受 験 者 は 、 試 験 等 成 績 に つ い て 情 報 提 供 を 受 け る こ と が で き ま す 。  

情 報 提 供 を 受 け る 際 は 、 受受 験験 票票 及 び 受受 験験 者者 本本 人人 でで ああ るる ここ とと をを 明明 らら かか にに すす るる 書書 類類

（ 学 生 証 又 は 運 転 免 許 証 等 の 身 分 証 明 書 ）を 持 参 の 上 、受 験 者 本 人 が 志 願 し た 高 等

技 術 専 門 校 へ 直 接 依 頼 し て く だ さ い 。 電 話 、 は が き 等 に よ る 依 頼 は 受 付 け ま せ ん 。 

※ 土 日 祝 日 を 除 く 午 前 ９ 時 か ら 午 後 ５ 時 ま で と な り ま す 。  

 

８  合合格格後後のの手手続続きき  

合 格 後 の 手 続 き の 内 容 に つ い て は 、 合 格 通 知 書 の 送 付 時 に 詳 細 を お 知 ら せ し ま

す 。な お 、入 校 確 約 書 を 同 封 し ま す の で 、合 格 発 表 日 か ら １ 週 間 以 内 に 各 高 等 技 術

専 門 校 へ ご 提 出 く だ さ い 。  

ま た 、 入 校 経 費 の 納 入 期 限 は 、 合 格 通 知 書 に 同 封 さ れ た 書 類 で ご 確 認 く だ さ い 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情 報 提 供 の 内 容  情 報 提 供 期 間  情 報 提 供 場 所  

国 語 ・ 数 学 の 得 点  合 格 発 表 の 日 か ら １ ヶ 月 間  志 願 し た 高 等 技 術 専 門 校  
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■■    追追加加選選考考試試験験（（第第３３回回））  

※※ 定定 員員 をを 満満 たた しし てて いい なな いい 科科 にに つつ いい てて 実実 施施 しし まま すす  

 

１   選選考考試試験験日日程程  

 願 書 受 付 期 間  試 験 日  合 格 発 表  

追 加 選 考  

試   験  

(第 ３ 回 ) 

令和８年 ２月 ６日（金） 
     ～ 
     ３月 ３日（火） 

令和８年  

３月１１日（水） 

令和８年  

３月１８日（水） 

※ 追 加 選 考 試 験（ 第 ３ 回 ）に お い て 企 業 か ら の「 受 託 生 訓 練 」（ 1 ペ ー ジ 参 照 ）の

応 募 が 可 能 と な る 場 合 が あ り ま す 。 詳 細 に つ い て は 、 各 高 等 技 術 専 門 校 へ お 問

い 合 わ せ く だ さ い 。  

 

２  募募集集訓訓練練科科・・募募集集人人数数  

   各 高 等 技 術 専 門 校 の ホ ー ム ペ ー ジ 等 で お 知 ら せ し ま す 。  

 

３  応応募募資資格格  

次 の 要 件 の す べ て に 該 当 す る 者  

①  平 成 ２ ０ 年 ４ 月 １ 日 以 前 に 生 ま れ た 者  

②  自 動 車 整 備 科 及 び 長 崎 高 等 技 術 専 門 校 の 建 築 設 計 施 工 科 に つ い て は 、 高 等  

学 校 卒 業 者 （ 令 和 ８ 年 ３ 月 卒 業 見 込 み 者 を 含 む ） 又 は 高 等 学 校 卒 業 程 度 認  

定 試 験 合 格 者（ 令 和 ８ 年 3 月 ま で に 合 格 見 込 み の 者 又 は 大 学 受 験 資 格 を 有  

す る 者 を 含 む ）  

※ 自 動 車 整 備 科 及 び 長 崎 高 等 技 術 専 門 校 の 建 築 設 計 施 工 科 に 合 格 し た 者 に つ い

て 、 入 校 時 点 で 高 等 学 校 卒 業 者 、 又 は 高 等 学 校 卒 業 程 度 認 定 試 験 合 格 者 等 で な

い 場 合 は 、 合 格 を 取 り 消 し ま す 。  

※ 実 施 済 み の（ 令 和 ８ 年 度 入 校 ）選 考 試 験 で 合 格 し 、入 校 確 約 書 を 提 出 し た 者 が 、

長 崎 ・ 佐 世 保 い ず れ の 高 等 技 術 専 門 校 で あ っ て も 追 加 選 考 試 験 （ 第 ３ 回 ） を 受

験 し た 場 合 は 、 合 格 を 取 り 消 し ま す 。  
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４  応応募募のの手手続続きき  

(１ ) 応 募 書 類  

アア   令令 和和 ８８ 年年 ３３ 月月 高高 等等 学学 校校 卒卒 業業 見見 込込 みみ 者者 （（ 令令 和和 ８８ 年年 ３３ 月月 高高 等等 学学 校校 卒卒 業業 者者 ））   

①  入 校 願 書       ・ ・ ・ 県 の 所 定 様 式 （ 様 式 第 ４ 号 ）  

②  調 査 書 （ 進 学 用 ）   ・ ・ ・ 在 籍 す る 学 校 の 所 定 様 式  

③  志 願 理 由 書      ・ ・ ・ 県 の 所 定 様 式 （ 様 式 第 ３ 号 ）  

④  受 験 票 郵 送 用 封 筒   

イイ   そそ のの 他他 のの 者者   

①  入 校 願 書       ・ ・ ・ 県 の 所 定 様 式 （ 様 式 第 ４ 号 ）  

②  卒 業 証 明 書      ・ ・ ・ 最 終 学 歴 の も の （ 卒 業 見 込 証 明 書 も 可 ）  

③  志 願 理 由 書      ・ ・ ・ 県 の 所 定 様 式 （ 様 式 第 ３ 号 ）  

④  受 験 票 郵 送 用 封 筒  

※ 調 査 書 に つ い て は 、 開 封 さ れ た も の は 無 効 で す 。  

※「 イ  そ の 他 の 者 」で 、高 等 学 校 を 卒 業 し て い な い 者 が 、「 自 動 車 整 備 科 及 び 長

崎 高 等 技 術 専 門 校 の 建 築 設 計 施 工 科 」 を 志 望 す る 場 合 は 、 高 等 学 校 卒 業 程 度 認

定 試 験 規 則 第 １ ０ 条 に 示 す 合 格 証 明 書 、 ま た は 大 学 受 験 資 格 を 有 す る こ と が 分

か る も の を 提 出 し て く だ さ い 。  

※ 推 薦 選 考 試 験 を 含 め て 、 同 じ 高 等 技 術 専 門 校 を 本 年 度 中 に 受 験 す る 場 合 は 、 調

査 書 ま た は 卒 業 証 明 書 の 提 出 は 不 要 で す 。  

※ 県 の 所 定 様 式 は 、 各 高 等 技 術 専 門 校 の ホ ー ム ペ ー ジ に 掲 載 さ れ て い る 様 式 を 印

刷 し て 使 用 す る こ と も 可 能 で す 。 入 校 願 書 （ 様 式 第 ４ 号 ） を 印 刷 す る 場 合 は 、

両 面 印 刷 ま た は 片 面 印 刷 ２ 枚 で 行 っ て く だ さ い 。 （ ホ ー ム ペ ー ジ か ら の 「 イ ン

タ ー ネ ッ ト 出 願 」 は で き ま せ ん 。 郵 送 ま た は 持 参 で 提 出 し て く だ さ い 。 ）  

 

(２ ) 提 出 先  

   志 願 す る 高 等 技 術 専 門 校 へ 提 出 し て く だ さ い 。  ※ １ ８ ペ ー ジ 参 照  

 

(３ ) 応 募 上 の 注 意  

ア  応 募 書 類 に 不 備 が あ る 場 合 、受 験 で き な い こ と が あ り ま す の で ご 注 意 く だ さ い 。 

イ  提 出 す る 受受 験験 票票 郵郵 送送 用用 封封 筒筒 に は 、 所 定 封 筒 の 宛 先 に 受 験 票 の 郵 送 を 希 望 す る

住 所 及 び 氏 名 を 記 入 し 、 郵 便 切 手 ４ ６ ０ 円 を 必 ず 貼 り 付 け て く だ さ い 。  

  ※ 郵 便 料 金 が 改 定 さ れ る 場 合 が あ り ま す の で 、 料 金 を ご 確 認 く だ さ い 。  

ウ  入 校 願 書 等 を 郵 送 す る 場 合 は 、 志 願 す る 高 等 技 術 専 門 校 所 定 の 「 入 校 願 書 等

郵 送 用 封 筒 」 を 用 い 、 郵 便 局 へ 持 参 し 簡簡 易易 書書 留留 郵郵 便便 と し て く だ さ い 。 （ 願 書

受 付 期 間 内 の 消 印 有 効 で す 。 ）  

エ  直 接 、 志 願 す る 高 等 技 術 専 門 校 へ 持 参 す る 場 合 は 、 願 書 受 付 期 間 中 の 土 日 祝

日 を 除 く 午 前 ９ 時 か ら 午 後 ５ 時 ま で の 間 に 提 出 し て く だ さ い 。  

オ  応 募 書 類 提 出 後 、試 験 日 の ２ 日 前 の 日 に な っ て も 受 験 票 が 到 着 し な い 場 合 は 、

提 出 先 の 高 等 技 術 専 門 校 に お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。  
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カ  ハ ロ ー ワ ー ク 等 で 、 １ 年 以 内 に 適 性 検 査 を 受 検 し た 方 は 、 志 願 す る 高 等 技 術

専 門 校 に ご 連 絡 く だ さ い 。試 験 内 容 や 受 付 時 間 が 変 更 に な る 場 合 が あ り ま す 。 

 

５  選選考考試試験験会会場場及及びび試試験験内内容容等等  

(１ ) 選 考 試 験 会 場  

試 験 会 場 は 選 択 で き ま す 。  

・ 長 崎 高 等 技 術 専 門 校  

・ 佐 世 保 高 等 技 術 専 門 校  

 

※ 下 記 会 場 で も 受 験 で き ま す 。  

五 島 地 区 … 五 島 振 興 局 （ ４ 階 B 会 議 室 ）  

             五 島 市 福 江 町 ７ － １          ☎ (0959)72-2121 

 

壱 岐 地 区 … 壱 岐 振 興 局 （ 第 １ 別 館 ３ 階 第 １ 会 議 室 ）  

壱 岐 市 郷 ノ 浦 町 本 村 触 570 番 地  ☎ (0920)47-1111 

 

対 馬 地 区 … 対 馬 振 興 局 （ 別 館 ４ 階 第 ２ 会 議 室 ）  

対 馬 市 厳 原 町 宮 谷 224 番 地  ☎ (0920)52-1311 

 

(２ ) 試 験 内 容  

① 適 性 検 査  

② 面 接  

 

(３ ) 試 験 日 の 時 間 割  

 時   間   割  

受 付 １ ３ ： ０ ０   ～   １ ３ ： ３ ０  

説明･問題配布 １ ３ ： ３ ０   ～   １ ３ ： ４ ０  

適 性 検 査 １ ３ ： ４ ０   ～   １ ４ ： ３ ０  

休 憩 １ ４ ： ３ ０   ～   １ ４ ： ４ ０  

説 明 ・ 面 接  １ ４ ： ４ ０   ～  

 

(４ ) 受 験 上 の 注 意 事 項  

ア  受 験 票 は 必 ず 持 参 し て く だ さ い 。  

イ  説 明 開 始 時 間 の ５ 分 前 に は 試 験 会 場 に お 入 り く だ さ い 。  

ウ  原 則 と し て 、 適 性 検 査 に 遅 刻 し た 者 は 受 験 で き ま せ ん 。  

エ  試 験 会 場 で は 、 指 定 さ れ た 席 に 着 席 し 、 机 上 に 受 験 票 を 提 示 し て く だ さ い 。  

オ  鉛 筆 又 は シ ャ ー プ ペ ン シ ル （ 色 鉛 筆 は 不 可 ） を 持 参 し て く だ さ い 。  

カ  面 接 時 に 待 ち 時 間 が あ り ま す の で 、 本 等 を 持 参 し て も 構 い ま せ ん 。 た だ し 、  

  通 信 機 能 の 有 無 に 係 わ ら ず 携 帯 電 話 等 、 す べ て の 電 子 機 器 の 使 用 は で き ま せ ん 。  
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６   合合格格発発表表 

合 格 発 表 当 日 の 午 前 １ ０ 時 に 、志 願 し た 高 等 技 術 専 門 校 に お い て 、合 格 者 の 受 験

番 号 及 び 合 格 科 名 を 掲 示 し 、 合 格 者 に は 合 格 通 知 書 を 郵 送 し ま す 。  

各 高 等 技 術 専 門 校 の ホ ー ム ペ ー ジ に お い て も 合 格 発 表 を 行 い ま す が 、発 表 時 間 は

多 少 遅 く な る 場 合 が あ り ま す 。  

※ 電 話 で の お 問 い 合 わ せ は ご 遠 慮 く だ さ い 。   

 

７  試試験験等等成成績績のの情情報報提提供供  

受 験 者 は 、 試 験 等 成 績 に つ い て 情 報 提 供 を 受 け る こ と が で き ま す 。  

情 報 提 供 を 受 け る 際 は 、 受受 験験 票票 及 び 受受 験験 者者 本本 人人 でで ああ るる ここ とと をを 明明 らら かか にに すす るる 書書 類類

（ 学 生 証 又 は 運 転 免 許 証 等 の 身 分 証 明 書 ）を 持 参 の 上 、受 験 者 本 人 が 志 願 し た 高 等

技 術 専 門 校 へ 直 接 依 頼 し て く だ さ い 。 電 話 、 は が き 等 に よ る 依 頼 は 受 付 け ま せ ん 。 

※ 土 日 祝 日 を 除 く 午 前 ９ 時 か ら 午 後 ５ 時 ま で と な り ま す 。  

 

 

８  合合格格後後のの手手続続きき  

合 格 後 の 手 続 き の 内 容 に つ い て は 、 合 格 通 知 書 の 送 付 時 に 詳 細 を お 知 ら せ し ま

す 。な お 、入 校 確 約 書 を 同 封 し ま す の で 、合 格 発 表 日 か ら １ 週 間 以 内 に 各 高 等 技 術

専 門 校 へ ご 提 出 く だ さ い 。  

ま た 、 入 校 経 費 の 納 入 期 限 は 、 合 格 通 知 書 に 同 封 さ れ た 書 類 で ご 確 認 く だ さ い 。 

 

 

  

情 報 提 供 の 内 容  情 報 提 供 期 間  情 報 提 供 場 所  

順 位 （ 科 別 ）  合 格 発 表 の 日 か ら １ ヶ 月 間  志 願 し た 高 等 技 術 専 門 校  
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■■  学学力力試試験験のの概概要要  

※※ 一一 般般 選選 考考 試試 験験 ・・ 追追 加加 選選 考考 試試 験験 （（ 第第 １１ 回回 ・・ 第第 ２２ 回回 ）） 共共 通通   

 

１  試 験 時 間    ５ ０ 分 間  

 

２  解 答 形 式    原 則 と し て マ ー ク シ ー ト 方 式 に よ る 択 一 式 と し ま す 。  

 

３  学 力 試 験 の 出 題 範 囲 ・ 分 野  

  国国   語語 …… 現現 代代 のの 国国 語語 、、 言言 語語 文文 化化 まま でで （（ 古古 文文 、、 漢漢 文文 をを 除除 くく ））   

（ 出 題 例 ）漢 字 、こ と わ ざ 、対 義 語 、国 語 の 知 識 、評 論 、小 説 、随 想 等  

 

  数数   学学 …… 数数 学学 ⅠⅠ まま でで （（ 集集 合合 、、 デデ ーー タタ のの 分分 析析 をを 除除 くく ））   

（ 出 題 例 ） 因 数 分 解 、 平 方 根 、 方 程 式 と 不 等 式 、 ２ 次 関 数 、 三 角 比 等  

 

※ 昨 年 度 実 施 し た 令 和 ７ 年 度 生 一 般 選 考 試 験 問 題 を 巻 末 に 掲 載 し て い ま す の で 参 考 に

し て く だ さ い 。な お 、各 高 等 技 術 専 門 校 の ホ ー ム ペ ー ジ に 過 去 の 試 験 問 題 を ３ 年 分 掲

載 し て い ま す 。 た だ し 、 著 作 権 法 の 関 係 で 空 白 と し て い る 部 分 が あ り ま す 。  

 

■■  個個人人情情報報のの取取扱扱いい  

  

１１   入入 校校 願願 書書 ・・ 調調 査査 書書 はは 返返 却却 しし まま せせ んん 。。   

  

２２   提提 出出 ささ れれ たた 入入 校校 願願 書書 等等 のの 個個 人人 情情 報報 はは 、、入入 校校 選選 考考 、、合合 格格 者者 のの 入入 校校 手手 続続 きき をを 行行 うう たた めめ にに

使使 用用 しし まま すす 。。   

  

３３   入入 校校 予予 定定 者者（（ 合合 格格 者者 ））のの みみ 、、個個 人人 情情 報報 をを 身身 分分 証証 明明 書書 、、各各 種種 証証 明明 書書 のの 発発 行行 、、在在 籍籍 管管 理理 、、

健健 康康 管管 理理 、、 入入 校校 経経 費費 管管 理理 、、 専専 門門 校校 生生 活活 支支 援援 にに 関関 すす るる 業業 務務 のの たた めめ にに 使使 用用 しし まま すす 。。   

  

４４   全全 日日 制制 のの 高高 校校 新新 卒卒 者者 以以 外外 のの 合合 格格 者者 のの みみ 、、訓訓 練練 支支 援援 及及 びび 就就 職職 支支 援援・・給給 付付 金金 のの 支支 給給 にに 係係

るる 業業 務務 にに 使使 用用 すす るる たた めめ 、、 労労 働働 局局 及及 びび ハハ ロロ ーー ワワ ーー クク とと 個個 人人 情情 報報 をを 共共 有有 しし まま すす 。。   

  

５５   個個 人人 情情 報報 をを 本本 人人 のの 同同 意意 なな しし にに 、、 上上 記記 のの 目目 的的 以以 外外 にに 利利 用用 まま たた はは 第第 三三 者者 にに 提提 供供 すす るる ここ

とと はは しし まま せせ んん 。。たた だだ しし 、、法法 令令 及及 びび 条条 例例 にに 定定 めめ るる 要要 件件 にに 該該 当当 すす るる 場場 合合 にに 限限 りり 、、本本 人人 のの

同同 意意 なな しし にに 情情 報報 をを 提提 供供 すす るる ここ とと がが ああ りり まま すす 。。   

  

  

  

  

ご不明な点がありましたら、各高等技術専門校へお尋ねください。 
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関関 係係 機機 関関 一一 覧覧   
 

● 高 等 技 術 専 門 校  

長 崎 県 立 長 崎 高 等 技 術 専 門 校     

〒 851－ 2127 西 彼 杵 郡 長 与 町 高 田 郷 547－ 21 

T E L： 095－ 887－ 5671 

FAX： 095－ 813－ 5676 

URL： https ://www.pref .nagasak i . jp/sect ion/na-kogi/  

長 崎 高 等 技 術  検 索  
 

 

長 崎 県 立 佐 世 保 高 等 技 術 専 門 校    
〒 857－ 0361 北 松 浦 郡 佐 々 町 小 浦 免 1572－ 26 

T E L： 0956－ 62－ 3799 

FAX： 0956－ 62－ 4153 

URL： https ://www.pref .nagasak i . jp/sect ion/sa-kogi/  

佐 世 保 高 等 技 術  検 索  

 

 
 

● 長 崎 県 産 業 労 働 部  雇 用 労 働 政 策 課  

〒 850－ 8570 長 崎 市 尾 上 町 ３ 番 １ 号  

T E L： 095－ 824－ 1111（ 内 線 2717）  

T E L： 095－ 895－ 2717（ ダ イ ヤ ル イ ン ）  

FAX： 095－ 895－ 2582 

URL： https ://www.pref .nagasak i . jp/sect ion/koyo/ 

長 崎 県 雇 用 労 働 政 策 課  検 索  
 
 
 

● 公 共 職 業 安 定 所 （ ハ ロ ー ワ ー ク ）  
長 崎 公 共 職 業 安 定 所  〒 852－ 8522 長 崎 市 宝 栄 町 ４ － 25 

T E L：095－ 862－ 8609 

西 海 出 張 所  〒 857－ 2303 西 海 市 大 瀬 戸 町 瀬 戸 西 浜 郷 412 

T E L：0959－ 22－ 0033 

佐世保公共職業安定所 〒 857－ 0851 佐 世 保 市 稲 荷 町 ２ － 30 

T E L：0956－ 34－ 8609 

諫 早 公 共 職 業 安 定 所  〒 854－ 0022 諫 早 市 幸 町 ４ － ８  

T E L：0957－ 21－ 8609 

大 村 公 共 職 業 安 定 所  〒 856－ 8609 大 村 市 松 並 １ － 213－ ９  

T E L：0957－ 52－ 8609 

島 原 公 共 職 業 安 定 所  〒 855－ 0042 島 原 市 片 町 633 

T E L：0957－ 63－ 8609 

江 迎 公 共 職 業 安 定 所  〒 859－ 6101 佐 世 保 市 江 迎 町 長 坂 182－ ４  

T E L：0956－ 66－ 3131 

五 島 公 共 職 業 安 定 所  〒 853－ 0007 五 島 市 福 江 町 ７ － ３  

T E L：0959－ 72－ 3105 

対 馬 公 共 職 業 安 定 所  〒 817－ 0013 対 馬 市 厳 原 町 中 村 642－ ２   

T E L：0920－ 52－ 8609 

壱 岐 出 張 所  〒 811－ 5133 壱 岐 市 郷 ノ 浦 町 本 村 触 620－ ４  

T E L：0920－ 47－ 0054 
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●長与南小学校

●フレンド幼稚園

●県立大学
　シーボルト校

商業入口

商業入口

●スシロー ●セブンイレブン●

●

●

●

●

●

●

●ローソン

●ローソン

●
セブン
イレブン

●
ファミリー
マート

ファミリー
マート

西肥自動車
北部営業所

JAライス
センター

ラーメン
専門店
東来軒

●女の都小学校

長崎商業
高等学校

●

浦　上　貯　水　池

〒

〒

高田駅 長与駅

道
ノ
尾
駅

小
浦
駅

川平有料道路

川平有料道路

長崎高等技術専門校

でんでん
パーク☆さざ

●
佐世保市西消防署
佐々出張所

佐世保
高等技術専門校

エースゴルフ

レストラン
ララミー

小浦郵便局

至  佐々IC

���

���

松
浦
鉄
道

松
浦
鉄
道

佐
々
浦

西九州自動車道

●

ドッグサロン
りお





様式第１号（表）
※１

校処理欄

※３

※２

※４

〒 －

自宅℡ - - 携帯℡ - -

〒 －

℡ － －
※７

（注意） ■記入にあたっては裏面（記入上の注意）を参照のこと。

■推薦入校願書の記載内容は、高等技術専門校（長崎・佐世保）の業務以外では使用しません。

※８

校処理欄 長崎県立

（長崎　佐世保）高等技術専門校

※※志志願願校校をを○○でで囲囲むむこことと

長崎県立 高等技術専門校長　様

氏

名

志 望 科

受　験
番　号

※６

科

訓練上、配慮を必要とすることがあれば記入してください　

保

護

者

ふりがな

　第　　　　　号

受
付

 第　　　　　　号

令和　　年　　月　卒業見込み

科

現 住 所

本
　
人

昭和
平成

推 薦 入 校 願 書

※令和８年４月１日の年齢

正 面 上 半 身 脱 帽

ふりがな

写 真 貼 付

裏裏面面にに氏氏名名をを記記入入すするるこことと

住 所

科

受 験 票

志望科名

そ

の

他

氏 名

試 験 会 場

学　校　名

卒業見込み

　   　　　　　科

学　　歴

氏 名

（　全日制・定時制(昼・夜）
・通信制　）
※（　）該当するものを○で囲む。

縦４cm×横３cm

３ カ 月 以 内

記入日：令和　　年　　月　　日

高等学校

生　年　月　日

※５　　　　　学　科・専　攻　科

　　　年　　月　　日（　　）歳

切り取らないでください。



太太枠枠内内をを記記入入すするるこことと。。

黒黒又又はは青青色色ののペペンン又又ははボボーールルペペンンでで記記入入すするるこことと。。

※１　３ヵ月以内に撮影した写真を貼付してください。

※２　志願校の名称（長崎または佐世保）を記載してください。

※３　願書の記入日を記載してください。

※４　本人欄を記載してください。

※５　学歴欄は、学科・専攻科を記載し、（　）内は該当するものを

　　　　○で囲んでください。

※６　保護者欄は、受験者本人が未成年の場合に記載してください。

※７　その他の欄は、訓練上、配慮を必要とすることがあれば記入して

　　　　ください。

※８　志願校・志望科名・氏名を記載してください。

（注意）
１．この受験票は、受験の際、必ず持参すること。
２．入校選考試験の日時・場所は、下記のとおりです。

校処理欄

　令和７年１０月１日　　受付　午前　１０時００分

長崎高等技術専門校

佐世保高等技術専門校

３．筆記用具を持参すること。

場 所

日 時

  《《記記入入上上のの注注意意事事項項》》

切り取らないでください。



太太枠枠内内をを記記入入すするるこことと。。

黒黒又又はは青青色色ののペペンン又又ははボボーールルペペンンでで記記入入すするるこことと。。

※１　３ヵ月以内に撮影した写真を貼付してください。

※２　志願校の名称（長崎または佐世保）を記載してください。

※３　願書の記入日を記載してください。

※４　本人欄を記載してください。

※５　学歴欄は、学科・専攻科を記載し、（　）内は該当するものを

　　　　○で囲んでください。

※６　保護者欄は、受験者本人が未成年の場合に記載してください。

※７　その他の欄は、訓練上、配慮を必要とすることがあれば記入して

　　　　ください。

※８　志願校・志望科名・氏名を記載してください。

（注意）
１．この受験票は、受験の際、必ず持参すること。
２．入校選考試験の日時・場所は、下記のとおりです。

校処理欄

　令和７年１０月１日　　受付　午前　１０時００分

長崎高等技術専門校

佐世保高等技術専門校

３．筆記用具を持参すること。

場 所

日 時

  《《記記入入上上のの注注意意事事項項》》

切り取らないでください。

様式第２号
校処理欄

長崎県立　　　　　　　高等技術専門校長　様

令和 　　　年　　　月　　　日

高等学校名

学校長名 印

　下記生徒は、貴校の（　　　　　　　　　　　科）に推薦入校を希望しており、

推薦選考の応募資格を満たしていると認めますので、推薦します。

記

年　　　月　　　日生（　　）歳

推薦選考応募資格

次の要件のすべてに該当する者

(1) 令和８年３月高等学校卒業見込みの者

(2) 学習成績が全体の評定平均値3.0以上であり、かつ出席状況が良好であること

(3) 当該訓練科に対する志望動機において、訓練意欲があり、訓練で習得する技能により長崎県内に

　　就職することを強く望んでいる者で、長崎県立高等技術専門校を進路希望先の第１位としていて、

　　高等学校長が推薦する者

＊　推薦事由等について、自由に記入してください。

生　年　月　日

昭和

平成

特　　記

推 薦 書

ふりがな

受
付

 第　　　　　　号

　 　　　　　　科

氏　名

※令和８年４月１日現在の年齢を記載してください。





様式第３号
　校処理欄

○自己アピール（特技、資格など）があれば記入してください。

受
付

 第　　　　　　号

　 　　　　　　科

志 願 理 由 書

第一志望科の志願理由を、これまでの自己の活動などを含めて具体的に記入してくださ
い。
また、訓練修了後の将来像や県内就職への思いについても記入してください。

【記入上の注意】

１．志願者自らが記入してください。

２．記入は、黒又は青色のペン又はボールペンで楷書、横書きとします。

志願者氏名

※共通





様式第４号（表）
校処理欄

〒 －

自宅℡ - - 携帯℡ - -

〒 －

℡ － －

訓練上、配慮を必要とすることがあれば記入してください

■記入にあたっては裏面（記入上の注意）を参照のこと。
■入校願書の記載内容は、高等技術専門校（長崎・佐世保）の業務以外では使用しません。

受 験 票

　　（注意）受験にあたっては裏面を参照のこと。

そ
の
他

受験番号 第　　       　　　号

志望科名 　　　　　　　　科 氏名

志願校 　長崎県立（　長崎　佐世保　）高等技術専門校　※志願校を○で囲むこと。

試験会場
長崎　・　佐世保　・　五島　・　壱岐　・　対馬

※希望する会場を○で囲むこと。

第２志望 科

第３志望 科

保

護

者

ふりがな

住所
氏名

志望科
第１志望

～
昭和
平成
令和

　　年　　月
昭和
平成
令和

受
付

 第　　　　　　号

試験
会場

長崎・佐世保・五島・壱岐・対馬
３ カ 月 以 内

卒業

長崎県立 高等技術専門校長　様

　　学科・専攻科

現 住 所

学   歴

昭和
平成
令和

本
人

ふりがな

科

職 歴
　　年　　月

　　年　　月

昭和
平成
令和

　　年　　月～
昭和
平成
令和

高等学校
昭和
平成
令和

職種（会社名など）

　　　　年　　　月

学　　　校　　　名 卒業・卒業見込み・中退の別

中 学 校

期　　　間

卒業・卒業見込み
中退

　　　年　　　月

科 （　全日制・定時制(昼・夜）・通信制　）
※（　）該当するものを○で囲む。

昭和
平成
令和

　　　　年　　　月
卒業・卒業見込み
中退

生　年　月　日

氏 名

　 　　　　　　科 正 面 上 半 身 脱 帽

裏裏面面にに氏氏名名をを記記入入すするるこことと

昭和
平成 ※令和８年４月１日の年齢

　　　年　　月　　日（　　）歳

記入日：令和　　年　　月　　日

写 真 貼 付

　入　校　願　書　　 縦４cm×横３cm

※３※２

※８

※※校処理欄

※９

切り取らないでください。

※５

※６

※１

※７

※４



太太枠枠内内をを記記入入すするるこことと。。
黒黒又又はは青青色色ののペペンン又又ははボボーールルペペンンでで記記入入すするるこことと。。

※１　３ヵ月以内に撮影した写真を貼付してください。

※２　志願校の名称（長崎または佐世保）を記載してください。

※３　願書の記入日を記載してください。

※４　本人欄を記載してください。

※５　学歴欄は、学科・専攻科を記載し、（　）内は該当するものを　

　　　○で囲んでください。

　　　にお願いします。

１．この受験票は、受験の際、必ず持参すること。
２．入校選考試験の日時・場所は、下記のとおりです。

長崎高等技術専門校 五島振興局

佐世保高等技術専門校 壱岐振興局

対馬振興局

３．筆記用具を持参すること。

（注意）

注）　願書の送付先は、志願する専門校になりますので間違えないよう

※８　その他の欄は、訓練上、配慮を必要とすることがあれば記入して

※９　志願校を○で囲み、第１志望の科名と氏名を記載してください。

　　　また、希望する試験会場を○で囲んでください。

※７　保護者欄は、受験者本人が未成年の場合に記載してください。

      ください。

  《《記記入入上上のの注注意意事事項項》》

　

※６　志望科欄は、第１志望を必ず記載し、第２志望以降は希望する
　　　科があればご記入ください（希望しない場合は記載不要です）。
　　　第１志望科で不合格になった場合、第２志望以降記載された訓
　　　練科で合格することがあります。ただし、第２志望以降を記載
　　　されても第１志望科を優先しますので、第１志望科の合格・不
　　　合格の判定に影響はありません。

　　校処理欄

 日　 時 　令和　 　年　 　月　　 日　      受付　　午前　　 　時　　 分

 場　 所

切り取らないでください。

※
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長 崎 県 立 高 等 技 術 専 門 校  
令 和 七 年 度 生  一 般 選 考 試 験 問 題  

 
国  語  

 

 

注注  意意  事事  項項   

① 試 試 験験 開開 始始 のの 合合 図図 がが ああ るる まま でで �� ここ のの 問問 題題 冊冊 子子 のの 中中 をを 見見 てて はは いい けけ まま せせ んん ��    

② 試 験 中 に 問 題 冊 子 の 印 刷 不 鮮 明 � ペ � ジ の 落 丁 ・ 乱 丁 及 び 解 答 用 紙 の 汚

れ 等 に 気 づ い た 場 合 は � 手 を 挙 げ て 試 験 監 督 者 に 知 ら せ な さ い �  

③ 解 解 答答 用用 紙紙 にに はは �� 解解 答答 欄欄 以以 外外 にに 受受 験験 番番 号号 欄欄 がが ああ りり まま すす �� 受受 験験 番番 号号 をを 記記 入入 しし ��   

ささ らら にに そそ のの 下下 のの ママ �� クク 欄欄 にに ママ �� クク しし なな ささ いい �� 正 し く マ � ク さ れ て い な い 場 合 は � 採

点 で き な い こ と が あ り ま す �  

④ 解 答 は � 解 答 用 紙 の 解 答 番 号 に 対 応 し た 解 答 欄 に マ � ク し な さ い �  

例 え ば �  33
00   とと 表表 示示 のの ああ るる 問問 題題 にに 対対 しし てて �� ウウ �� とと 解解 答答 すす るる 場場 合合 にに はは �� 左左 のの 記記 載載 例例 をを

参参 考考 にに しし てて �� 解解 答答 番番 号号 33
00

のの 解解 答答 欄欄 のの �� ウウ �� をを ママ �� クク すす るる ここ とと �  

⑤ 試 験 終 了 後 � 問 題 冊 子 は 回 収 し ま す � 

  

受
 
験
 
番
 
号
 番
 

＜＜
記記
載載
例例
＞＞
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一 次 の 各 設 問 に 答 え な さ い � 

 

問 一 次 の 傍 線 部 の 読 み と し て 正 し い も の を 選 択 肢 か ら 一 つ 選 び � 記 号 で 答 え な さ い � 

解 答 番 号 は  11   �  1100   � 

 

  (1
)

 鎌 倉 時 代 に 鋳 造 さ れ た 仏 像 だ �…………………………………………………  11   

� ア じ � ぞ う  イ ね つ ぞ う  ウ ち � う ぞ う エ と う ぞ う  � 

 

  (2
)

 意 匠 を 凝 ら し た 工 芸 作 品 だ �……………………………………………………  22   

� ア い き ん   イ い し � う  ウ い じ � う  エ い し � う  � 

 

  (3
)

 反 対 勢 力 を 排 斥 す る �……………………………………………………………  33   

� ア は い じ �  イ は い が い  ウ は い そ   エ は い せ き  � 

 

  (4
)

 祖 父 は 謹 厳 の 士 だ � た �…………………………………………………………  44      

� ア き ん げ ん  イ ご ん げ ん  ウ き ん ご ん  エ き ん が ん  � 

 

  (5
)

 軽 侮 の 眼 差 し を 送 る �……………………………………………………………  55   

� ア け い ぼ   イ け い ぶ   ウ け い ま い  エ け い ば い  � 

 

  (6
)

 約 束 を 履 行 す る �…………………………………………………………………  66   

� ア ふ く こ う  イ ら こ う   ウ り こ う   エ し こ う   � 

 

  (7
)

 諸 国 を 行 脚 す る �…………………………………………………………………  77   

� ア ぎ � う ぎ � イ こ う き � く ウ あ ん き � く エ あ ん ぎ �  � 

 

  (8
)

 私 は 寡 聞 に し て 知 り ま せ ん �……………………………………………………  88   

� ア か ぶ ん   イ か も ん   ウ し � う ぶ ん エ し � う も ん � 

 

  (9
)

 荒 廃 し た 故 郷 に 慄 然 と し た �……………………………………………………  99   

� ア あ ぜ ん   イ が く ぜ ん  ウ り つ ぜ ん  エ り ん ぜ ん  � 

 

  (1
0)  爛 熟 し た 江 戸 の 文 化 �……………………………………………………………  1100   

� ア か ん じ � く イ り ん じ � く ウ せ い じ � く エ ら ん じ � く � 
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問 二 次 の 傍 線 部 の カ タ カ ナ に あ て は ま る 漢 字 と し て 最 も 適 当 な も の を 選 択 肢 か ら 一 つ 選 び � 
記 号 で 答 え な さ い � 解 答 番 号 は   1111    �   2200    � 

 

  (1
)

 相 手 の 胸 の 内 を オ し 量 る �…………………………………………………   1111    

� ア 追  イ 推  ウ 押  エ 圧 � 

 

  (2
)

 会 社 で 業 セ キ を 上 げ る �……………………………………………………  1122   

� ア 席  イ 積  ウ 績  エ 跡 � 

 

  (3
)

 出 発 前 の テ ン 呼 を と る �……………………………………………………  1133   

� ア 転  イ 添  ウ 点  エ 展 � 

 

  (4
)

 事 件 の カ ク 心 に 迫 る �………………………………………………………  1144    

� ア 確  イ 拡  ウ 覚  エ 核 � 

 

  (5
)

 モ 寄 り の 店 に 立 ち 寄 る �……………………………………………………  1155   

� ア 最  イ 再  ウ 模  エ 母 � 

 

  (6
)

 い け す で マ グ ロ を 養 シ � ク す る �…………………………………………  1166   

� ア 植  イ 食  ウ 蝕  エ 殖 � 

 

  (7
)

 差 し サ ワ り の な い 話 題 を 選 ぶ �……………………………………………  1177   

� ア 触  イ 障  ウ 支  エ 樟 � 

 

  (8
)

 油 絵 に 造 ケ イ が 深 い �………………………………………………………  1188   

� ア 詣  イ 形  ウ 型  エ 系 � 

 

  (9
)

 何 の 変 テ ツ も な い 椅 子 だ �…………………………………………………  1199   

� ア 轍  イ 鉄  ウ 哲  エ 迭 � 

 

  (1
0)  意 欲 を カ ン 起 す る �…………………………………………………………  2200   

� ア 喚  イ 換  ウ 歓  エ 還 � 
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問 三 次 の よ う な 意 味 を 持 つ 四 字 熟 語 を 選 択 肢 か ら 一 つ 選 び � 記 号 で 答 え な さ い � 
解 答 番 号 は   2211    �   2255    � 

 

  (1
)

 い か に も 自 然 で し か も 完 全 で あ る 様 �…………………………………………  2211   

 

  (2
)

 す る こ と を 公 然 と 許 さ れ る こ と �………………………………………………  2222   

 

  (3
)

 小 さ な 私 に と ら わ れ ず � 身 を 天 地 自 然 に ゆ だ ね て 生 き て 行 く こ と �………  2233   

 

  (4
)

 普 通 で は 思 い つ か な い 風 変 わ り な こ と �………………………………………  2244   

 

  (5
)

 疑 い が 晴 れ て 無 罪 の 身 に な る こ と �……………………………………………  2255   

 

ア 奇 想 天 外  イ 天 下 御 免  ウ 則 天 去 私 

エ 不 倶 戴 天  オ 天 衣 無 縫  カ 青 天 白 日 

 

 

 

 

問 四 次 の 四 字 熟 語 を 完 成 さ せ る の に � 空 欄 に 入 れ る 語 と し て 適 当 な も の を 選 択 肢 か ら 一 つ 選 び � 記 号

で 答 え な さ い � 解 答 番 号 は   2266    �   3300    � 

 

  (1
)

 異    同 音 ……………………  2266   

 

  (2
)

 傍  目 八   ……………………  2277   

 

  (3
)

 馬     東 風 ……………………  2288   

 

  (4
)

    目 秀 麗 ……………………  2299   

 

  (5
)

 平  身 低    ……………………  3300   

 

ア 耳  イ 頭  ウ 眉 

エ 目  オ 額  カ 口 
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問 五 次 の よ う な 意 味 を 持 つ 慣 用 句 を 選 択 肢 か ら 一 つ 選 び � 記 号 で 答 え な さ い � 
解 答 番 号 は   3311    �   3355    � 

 

  (1
)

 相 手 を 出 し 抜 い て 驚 か せ る �…………………………………………………  3311   

 

  (2
)

 相 手 の 慢 心 を く じ く �…………………………………………………………  3322   

 

  (3
)

 飽 き て し ま � て 不 快 に な る �…………………………………………………  3333   

 

  (4
)

 他 よ り す ぐ れ て い る こ と を 自 慢 す る �………………………………………  3344   

 

  (5
)

 嗅 覚 が 敏 感 で あ る �……………………………………………………………  3355   

 

ア 鼻 を 折 る   イ 鼻 に つ く     ウ 鼻 を 明 か す 

エ 鼻 が 利 く   オ 鼻 息 が 荒 い    カ 鼻 に か け る 

 

 

 

 

問 六 次 の 慣 用 句 を 完 成 さ せ る の に � 空 欄 に 入 れ る 語 と し て 最 も 適 当 な も の を 選 択 肢 か ら 一 つ 選 び � 

記 号 で 答 え な さ い � 解 答 番 号 は   3366    �   4400    � 

 

  (1
)

 石 の 上 に も �   � 年 …………………………………………………  3366   

� ア 一   イ 三   ウ 五   エ 八 � 

 

  (2
)

 濡 れ 手 で �   � ………………………………………………………  3377   

� ア 麦   イ 米   ウ 豆   エ 粟 � 

 

  (3
)

 �   � 百 ま で 踊 り 忘 れ ず ……………………………………………  3388   

� ア 狐   イ 狸   ウ 烏   エ 雀 � 

 

  (4
)

 覆 水 �   � に 返 ら ず …………………………………………………  3399   

� ア 盆   イ 椀   ウ 升   エ 天 � 

 

  (5
)

 亀 の 甲 よ り 年 の �   � ………………………………………………  4400   

� ア 高   イ 効   ウ 功   エ 講 � 
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問 七 次 の よ う な 意 味 を 持 つ 語 を 選 択 肢 か ら 一 つ 選 び � 記 号 で 答 え な さ い � 
解 答 番 号 は   4411    �   4455    � 

 

  (1
)

 値 段 が 安 い こ と �…………………………………………………………………   4411    

 

  (2
)

 全 体 を 大 ざ � ぱ に 見 る こ と �……………………………………………………  4422   

 

  (3
)

 順 を 追 � て 進 む こ と �……………………………………………………………  4433   

 

  (4
)

 束 縛 や 制 限 を 受 け な い こ と �……………………………………………………  4444   

 

  (5
)

 物 と 物 と の す き ま �………………………………………………………………  4455   

 

ア 随 意  イ 概 観  ウ 頒 価  エ 漸 進  オ 外 観   

カ 巷 間  キ 空 隙  ク 廉 価  ケ 邁 進  コ 翻 意 

 

 

 

 

問 八 次 の 語 と 同 じ 意 味 を 持 つ 語 を 選 択 肢 か ら 一 つ 選 び � 記 号 で 答 え な さ い � 

解 答 番 号 は   4466    �   5500    � 

 

   (
1)  期 待 …………   4466    

 

  (2
)

 屈 指 …………   4477    

 

  (3
)

 割 愛……………   4488    

 

  (4
)

 普 通 …………   4499    

 

  (5
)

 残 念 …………   5500    

 

ア 省 略  イ 抹 殺  ウ 嘱 望  エ 委 託  オ 一 般 

カ 永 遠  キ 限 定  ク 遺 憾  ケ 遮 断  コ 有 数 
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二 次 の 文 章 を 読 み � あ と の 設 問 に 答 え な さ い � 
解 答 番 号 は   5511    �   6633    � 

 

                                      

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            著 作 権 の 関 係 上 � 原 文 は 公 開 し て い ま せ ん � 
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            著 作 権 の 関 係 上 � 原 文 は 公 開 し て い ま せ ん � 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

� 戸 谷 洋 志 � 未 来 倫 理 � � 
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問 一 文 章 中 の 二 重 傍 線 部 ⒜ � ⒠ の カ タ カ ナ を 正 し い 漢 字 に 直 し な さ い � 解 答 は 次 の 選 択 肢 か ら 一 つ 選

び � 記 号 で 答 え な さ い � 解 答 番 号 は   5511    �   5555    � 

 

  (1
)

 ⒜ コ ウ 使 ……………………………………………………   5511    

� ア 講  イ 行  ウ 抗  エ 功 � 

 

  (2
)

 ⒝ 形 ジ � ウ …………………………………………………   5522    

� ア 情  イ 常  ウ 城  エ 状 � 

 

  (3
)

 ⒞ ハ ン 映 ……………………………………………………   5533    

� ア 反  イ 繁  ウ 判  エ 汎 � 

 

  (4
)

 ⒟ ク ツ ガ エ さ れ て …………………………………………   5544    

� ア 還  イ 履  ウ 覆  エ 復 � 

 

  (5
)

 ⒠ 実 ソ ウ ……………………………………………………   5555    

� ア 装  イ 相  ウ 想  エ 走 � 

 

 

問 二 波 線 部 Ⓧ ・ Ⓨ の 語 句 の 意 味 と し て 最 も 適 当 な も の を 次 の 選 択 肢 か ら 一 つ 選 び � 記 号 で 答 え な さ

い � 解 答 番 号 は   5566   ・   5577    � 

 

  (1
)

 Ⓧ 凌 駕 す る ……………………………………   5566    

ア 抑 え る � 

イ 支 配 す る � 

ウ 操 る � 

エ 上 回 る � 

 

 

  (2
)

 Ⓨ 契 機 …………………………………………   5577    

ア お 知 ら せ � 

イ き � か け � 

ウ 手 立 て � 

エ も の さ し � 
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問 三 空 欄   Ⅰ  �  Ⅲ  に 入 る 語 の 組 み 合 わ せ と し て 最 も 適 当 な も の を 次 の 選 択 肢 か ら 一 つ 選

び � 記 号 で 答 え な さ い � 解 答 番 号 は   5588    � 

 

ア  Ⅰ 例 え ば    Ⅱ し た が � て  Ⅲ な ぜ な ら 

イ  Ⅰ し か し    Ⅱ な ぜ な ら   Ⅲ 例 え ば 

ウ  Ⅰ 例 え ば    Ⅱ な ぜ な ら   Ⅲ し た が � て 

エ  Ⅰ し た が � て  Ⅱ し か し    Ⅲ 例 え ば 

 

問 四 傍 線 部 ① の よ う な 技 術 を 支 え る た め に 必 要 な こ と と し て � 筆 者 は ど の よ う な こ と を 挙 げ て い る か �

そ れ に あ て は ま ら な い も の を 次 の 選 択 肢 か ら 一 つ 選 び � 記 号 で 答 え な さ い � 解 答 番 号 は   5599    � 

 

ア 自 然 を し � か り と 観 察 し � そ の 本 質 を 理 解 す る こ と � 

イ 農 作 物 が 自 然 の 中 で ど の よ う に 育 つ の か を 知 る こ と � 

ウ 人 間 が 自 然 よ り も 優 れ て い る と い う 観 念 を 持 つ こ と � 

エ 人 間 の 発 想 よ り も 自 然 の 摂 理 に 従 � た 方 が よ い こ と � 

 

問 五 傍 線 部 ② � � 自 然 フ � � ス ト � の 発 想 � と は ど の よ う な も の か � 最 も 適 当 な も の を 次 の 選 択 肢 か

ら 一 つ 選 び � 記 号 で 答 え な さ い � 解 答 番 号 は   6600    � 

 

ア 技 術 を 生 む 人 間 よ り � 自 ら 作 物 を 生 む 自 然 の 方 が わ ず か に 優 位 に 立 つ と す る も の � 

イ 技 術 を 生 む の に 必 要 な 観 察 を 保 障 す る た め � 自 然 を 大 切 に す る べ き だ と す る も の � 

ウ 技 術 へ の 応 用 を 必 須 と し た 自 然 観 察 こ そ が � 技 術 に 優 先 さ れ る べ き と 捉 え る も の � 

エ 技 術 へ の 使 用 を 前 提 と す る こ と な く � 自 然 の 観 察 は 技 術 に 優 先 す る と 捉 え る も の � 

 

問 六 傍 線 部 ③ � 技 術 フ � � ス ト � と は ど の よ う な 考 え 方 か � 最 も 適 当 な も の を 次 の 選 択 肢 か ら 一 つ 選

び � 記 号 で 答 え な さ い � 解 答 番 号 は   6611    � 

 

ア 自 然 を あ り の ま ま に 再 現 し た � 実 験 � と い う 技 術 が 確 立 す る こ と に よ � て � 初 め て 自 然 の

本 質 に 迫 る こ と が 可 能 に な る と い う 考 え 方 � 

イ 自 然 を 完 全 に 否 定 す る � 実 験 � と い う 技 術 に よ � て � 自 然 よ り も 人 工 物 が す ぐ れ て い る と

い う 本 質 に 迫 る こ と が で き る と す る 考 え 方 � 

ウ 自 然 を 人 工 的 に 構 築 し て 結 果 を 検 証 す る � 実 験 � と い う 技 術 の 営 み に よ � て � 初 め て 自 然

を 理 解 す る こ と が 可 能 に な る と い う 考 え 方 � 

エ 自 然 を 人 工 的 に 再 現 す る � 実 験 � を も と に し た 自 然 を 回 復 す る 技 術 に よ � て � 人 間 が 破 壊

し た 自 然 の 再 生 が 可 能 に な る と い う 考 え 方 � 
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問 七 傍 線 部 ④ � 実 験 は � 人 間 の 技 術 に よ � て 行 わ れ る � こ と に よ � て � 人 間 と 自 然 の 関 係 は ど う な る

と 筆 者 は 考 え て い る か � そ の 説 明 と し て 最 も 適 当 な も の を 次 の 選 択 肢 か ら 一 つ 選 び � 記 号 で 答 え な

さ い � 解 答 番 号 は   6622    � 

 

ア 自 然 は 人 間 に 支 配 さ れ る 対 象 と な る � 

イ 自 然 は 人 間 に 模 倣 さ れ る 対 象 と な る � 

ウ 自 然 は 人 間 か ら 自 立 し た 存 在 と な る � 

エ 自 然 は 人 間 よ り も 劣 � た 存 在 と な る � 

 

 

問 八 本 文 の 内 容 と 合 致 す る も の を 次 の 選 択 肢 か ら 一 つ 選 び � 記 号 で 答 え な さ い � 

解 答 番 号 は   6633    � 

 

ア 古 代 ギ リ シ � の 哲 学 者 ア リ ス ト テ レ ス は � 人 間 が 自 然 よ り 優 れ て い る と い う 自 然 観 に 立 �

て � 自 然 の 模 倣 � に よ る 技 術 観 を 示 し た � 

イ 一 五 世 紀 の 発 明 家 で あ る レ オ ナ ル ド ・ ダ ・ ヴ � ン チ は � 自 然 の 観 察 と 模 倣 と い う 伝 統 的 な

技 術 を 追 究 し て 空 飛 ぶ 機 械 を 実 現 さ せ た � 

ウ 近 代 初 期 の 哲 学 者 フ ラ ン シ ス ・ ベ � コ ン は � 伝 統 的 な � 自 然 の 模 倣 � に よ る 技 術 観 を 転 換

し � 新 た に 自 然 を 創 造 す る 技 術 を 考 え た � 

エ 近 代 科 学 の 父 と 言 わ れ る ガ リ レ オ ・ ガ リ レ イ は � 自 然 の 本 質 に 迫 る た め に � 自 然 に は 存 在

し な い 人 工 物 で 実 験 す る 技 術 を 考 案 し た � 

 



大問 中問 小問 解答番号 解答 配点 大問 中問 小問 解答番号 解答 配点

(1) 1 ウ 1 (1) 41 ク 2

(2) 2 イ 1 (2) 42 イ 2

(3) 3 エ 1 (3) 43 エ 2

(4) 4 ア 1 (4) 44 ア 2

(5) 5 イ 1 (5) 45 キ 2

(6) 6 ウ 1 (1) 46 ウ 2

(7) 7 エ 1 (2) 47 コ 2

(8) 8 ア 1 (3) 48 ア 2

(9) 9 ウ 1 (4) 49 オ 2

(10) 10 エ 1 (5) 50 ク 2

(1) 11 イ 1 (1) 51 イ 2

(2) 12 ウ 1 (2) 52 エ 2

(3) 13 ウ 1 (3) 53 ア 2

(4) 14 エ 1 (4) 54 ウ 2

(5) 15 ア 1 (5) 55 ア 2

(6) 16 エ 1 (1) 56 エ 3

(7) 17 イ 1 (2) 57 イ 3

(8) 18 ア 1 58 ウ 4

(9) 19 ウ 1 59 ウ 4

(10) 20 ア 1 60 エ 4

(1) 21 オ 1 61 ウ 4

(2) 22 イ 1 62 ア 4

(3) 23 ウ 1 63 エ 4

(4) 24 ア 1

(5) 25 カ 1

(1) 26 カ 1

(2) 27 エ 1

(3) 28 ア 1

(4) 29 ウ 1

(5) 30 イ 1

(1) 31 ウ 1

(2) 32 ア 1

(3) 33 イ 1

(4) 34 カ 1

(5) 35 エ 1

(1) 36 イ 1

(2) 37 エ 1

(3) 38 エ 1

(4) 39 ア 1

(5) 40 ウ 1

令和７年度生　県立高等技術専門校　一般選考試験
国語　解答・配点

問
三

問
四

問
五

一

問八

問
二二

問三

問四

問五

問六

問七

問
六

問
七

問
八

一

問
一

問
一

問
二



大問 中問 小問 解答番号 解答 配点 大問 中問 小問 解答番号 解答 配点

(1) 1 ウ 1 (1) 41 ク 2

(2) 2 イ 1 (2) 42 イ 2

(3) 3 エ 1 (3) 43 エ 2

(4) 4 ア 1 (4) 44 ア 2

(5) 5 イ 1 (5) 45 キ 2

(6) 6 ウ 1 (1) 46 ウ 2

(7) 7 エ 1 (2) 47 コ 2

(8) 8 ア 1 (3) 48 ア 2

(9) 9 ウ 1 (4) 49 オ 2

(10) 10 エ 1 (5) 50 ク 2

(1) 11 イ 1 (1) 51 イ 2

(2) 12 ウ 1 (2) 52 エ 2

(3) 13 ウ 1 (3) 53 ア 2

(4) 14 エ 1 (4) 54 ウ 2

(5) 15 ア 1 (5) 55 ア 2

(6) 16 エ 1 (1) 56 エ 3

(7) 17 イ 1 (2) 57 イ 3

(8) 18 ア 1 58 ウ 4

(9) 19 ウ 1 59 ウ 4

(10) 20 ア 1 60 エ 4

(1) 21 オ 1 61 ウ 4

(2) 22 イ 1 62 ア 4

(3) 23 ウ 1 63 エ 4

(4) 24 ア 1

(5) 25 カ 1

(1) 26 カ 1

(2) 27 エ 1

(3) 28 ア 1

(4) 29 ウ 1

(5) 30 イ 1

(1) 31 ウ 1

(2) 32 ア 1

(3) 33 イ 1

(4) 34 カ 1

(5) 35 エ 1

(1) 36 イ 1

(2) 37 エ 1

(3) 38 エ 1

(4) 39 ア 1

(5) 40 ウ 1

令和７年度生　県立高等技術専門校　一般選考試験
国語　解答・配点
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問
八

一

問
一

問
一

問
二

R7 数学（一般）1/5 

長崎県立高等技術専門校 

令和７年度生 一般選考試験問題 

 

数   学 
Ⅰ 注意事項 
 １ 試験開始の合図があるまで、この問題冊子の中を見てはいけません。 
 ２ 試験中に問題冊子の印刷不鮮明、ページの落丁・乱丁及び解答用紙の汚れ等に気付いた場

合は、手を挙げて試験監督者に知らせなさい。 
 ３ 解答用紙には、解答欄以外に受験番号欄があります。受験番号を記入し、さらにその下の

マーク欄にマークしなさい。正しくマークされていない場合は採点できない可能性があり

ます。 
 ４ 問題冊子の余白ならびに計算用紙は、適宜利用してかまいません。 
 ５ 試験終了後、問題冊子・解答用紙・計算用紙は回収します。 
 
Ⅱ 解答上の注意 
 １ 解答は、解答用紙の解答番号に対応した解答欄にマークしなさい。その際、塗りつぶす方

法については解答用紙のマーク例を参考にしなさい。 
 ２ 大問は全部で４問あります。 
  （１）大問１は五肢択一問題です。解答は①①～⑤⑤から選び、解答用紙にマークしなさい。 
  （２）大問２と大問３は四肢択一問題です。解答は①①～④④から選び、解答用紙にマークしな

さい。 
  （３）大問４については、①①～ⓄⓄから数字を選びなさい。 
     問題の文中の テ 、 トナ などには、特に指示がない限り、数字①①～ⓄⓄが入りま

す。 
テ、ト、ナ、…の一つ一つは、これらの数字のいずれか一つに対応します。それらを

解答用紙のテ、ト、ナ、…で示された解答欄にマークして答えなさい。 
 
例  マミ に 20 と答えたいとき、 

        

 

  

受 験 番 号 

番 
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 

   

    

    

   
   

      





     

  







  





 




  




 




  

    

       

      

 

       

       

   

     

  

     
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  
 

 
   

         

   





 





 




 




 




 






   
   

     



                    

                 

       

              

         

    

  


   


 

   





   


   

   





   



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  



  



 



  


 




  




 

   

 

  



         

 

  

      





    



      

    

 

     

      

  
 



 





 



 



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 

 






 

  

 

 

  

    

      

    

     

  

       

   
    
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大問 解答番号 解答 配点

ア 3 5

イ 5 5

ウ 1 5

エ 3 5

オ 2 5

カ 5 5

キ 4 5

ク 4 5

ケ 3 5

コ 2 5

サ 1 5

シ 2 5

ス 4 5

(1) セ 3 5

(2) ソ 4 5

タ 1 5

チ 2 5

ツ 3 5

テ 7 5

ト 5

ナ 6

［1］

数学　解答・配点

長崎県立高等技術専門校　令和７年度生　一般選考試験問題

小問

2

［2］

1

［1］

［2］

［3］

［4］

［5］

［6］

［7］

［8］

［13］

［9］

［10］

［11］

［12］

4

3

［2］ 5

［1］

［1］

［2］




